



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































［ 徐 幹 ］
、名の髙きを治めず、苟しくも得るを求
めず、澹然として自守し、惟だ道をのみ是れ務む（北海徐偉長、不治名髙、不求苟得、澹然自
守、惟道是務）」とある。 
*28 曹丕の『皇覧』については、津田資久「漢魏交替期における『皇覧』の編纂」（『東方学』
一〇八、二〇〇四）参看。 
*29 なお後世、とくに宋明時代になると、『太平御覧』や『永楽大典』のごとく、類書と各王
朝の支配理念との結びつきが顕著となる例が多く見られる。かかる類書と国家との関係もま
た、『皇覧』と曹魏王朝にはじまるものである。 
*30 渡邉義浩「曹丕の『典論』と政治規範」（前掲）は、曹丕がみずからの帝位の正当性を主
張するために、文化的諸価値を君主権力に一元化することを企図していたと述べ、『皇覧』の
編纂は「世界観の一元化」を目指すものであったとする。 
*31 『三国志』魏書明帝紀に「戊子、太傅三公に詔して、文帝の典論を以て石に刻み、廟門
の外に立つ（戊子、詔太傅三公、以文帝典論刻石、立于廟門之外）」とある。また『三国志』
魏書斉王芳紀の注には、明帝の言として「先帝昔典論を著す。不朽の格言たり（先帝昔著典論、
不朽之格言）」とある。 
 
※ 本論文は、公益財団法人・松下幸之助記念財団の研究助成による成果の一部であ
る。 
 
（わく・のぞみ 筑波大学大学院人文社会科学研究科在学） 
